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研究要旨 
 将来の医療を担う医学部の学生には、国民の善意の献血によって医療が支えられている事実や
血液製剤適正使用の重要性への理解を深めてもらう必要があるが、医学部における献血に関連す
る教育的取組の実態はこれまで不明であった。当研究班では医学部を有する全国 82 大学を対象
とした初めての実態把握調査を行った（2020 年度）。37 大学から回答を得た（回答率 45.1%）結
果、献血に関連する教育的取組が行われていたのは 20 大学（54.1%）であり、取組内容としては、
「献血の重要性や必要性に関する講義」が最も多かった。13 大学（35.1%）が「献血制度を含む
わが国の血液事業のあゆみに関する講義」を今後導入したいと回答し、医学教育の現場に献血関
連教育資材のニーズがあると考えられたことから、広島大学医学部の献血推進学生サークル
（Kasumi-Bloodonors）および広島県赤十字血液センターの協力を得て、日本の血液事業及び献血
制度を概説する動画コンテンツの開発を行った。献血及び血液事業の重要性に対する理解を深め、
献血未経験の学生にも献血のイメージが伝わることを意図し、実際の献血の様子や血液製剤の用
途を盛り込んだ１０分弱の内容となっている。 

献血を医学教育の中で取り上げる必要性に関しては、医療従事者としての倫理観醸成や血液製
剤の適正使用への理解促進など、多様な側面からも支持されるものと考えられ、同動画コンテン
ツは、講義等でも活用いただけるよう、全国の医学部を有する 82 大学に紹介する予定である。 

若年層はその献血行動において、他の年代と比べ、家族・友人など周囲からの影響を受けやす
いことが本研究班のこれまでの意識調査からも示されており、同年代からの働きかけは特に重要
である。今回の動画コンテンツ制作には、広島大学において献血推進学生サークルを立ち上げた
現役の医学部 4 年生が中心的に参画し、医学部学生に向けたメッセージを発信していることから、

173



医学部生の献血への意識向上・知識の定着のみならず、学生による献血推進団体の発足、活性化
にも繋がることが期待される。 

 

 

 

A. 研究目的 
将来の医療を担う医学部の学生には、国民の善意

の献血によって医療が支えられている事実や血液製
剤適正使用の重要性への理解を深めてもらう必要が
あるが、医学部における献血に関連する教育的取組
の実態はこれまで不明であった。当研究班では医学
部を有する全国 82 大学を対象とした初めての実態
把握調査を行った（2020 年度）1。37 大学から回答
を得た（回答率 45.1%）結果、献血に関連する教育的
取組が行われていたのは 20 大学（54.1%）であり、
取組内容としては、「献血の重要性や必要性に関する
講義」が最も多かった。13 大学（35.1%）が「献血
制度を含むわが国の血液事業のあゆみに関する講義」
を今後導入したいと回答し、医学教育の現場に献血
関連教育資材のニーズがあると考えられたことから、
医療系大学生に向けた献血教育資材の開発を行った。 

 

B. 研究方法 
広島大学医学部の献血推進学生サークル（Kasumi-

Bloodonors）および広島県赤十字血液センターの協
力を得て、日本の血液事業及び献血制度を概説する
動画コンテンツの開発を行った。 

 

C. 研究結果 
献血及び血液事業の重要性に対する理解を深

め、献血未経験の学生にも献血のイメージが伝わ
ることを意図し、実際の献血の様子や血液製剤の
用途を盛り込んだ１０分弱の動画を開発した
（図）。 

今後、厚労省や日本赤十字社にて活用いただけ
るよう検討中である。 
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D. 考察 
献血の歴史は、日本輸血・細胞治療学会輸

血教育検討小委員会が提言する輸血医学教育
標準カリキュラムにおいても履修を推奨され
る内容である 2。一方で、「医学教育モデル・
コア・カリキュラム(平成 28 年度改訂版)」3

においては、献血制度そのものに関する項目
は学習目標に含まれていないのが現状であ
り、献血に関連する教育的取組の必要性自体
が医学教育の現場において十分認識されてい
ない可能性も考えられる。無償献血による血
液製剤国内自給の原則については、WHO が
世界に勧告している重要な原則であり、わが
国の「安全な血液製剤の安定供給の確保等に
関する法律（血液法）」の基本理念のひとつ
でもある。将来医療の担い手となる医学部の
学生は、その原則の背景にある倫理的側面、
国際的公平性、未知の感染性因子含有の可能
性等の観点からも献血制度の必要性・重要性
について理解を深めておく必要があり、医学
教育モデル・コア・カリキュラムにおいて履
修を推奨されることが望ましい。一方で、当
研究班が実施した全国調査の結果 1 からは、
献血に関する講義数としては 1 コマとの回答
が最多であり、医学教育カリキュラムの逼迫
から献血に関する教育に時間を割くことが難
しい現状も推察された。これらの結果を踏ま
え、医学が細分化し教えるべき講義内容が増
加している現状 4 において学生に献血につい
て学んでもらうためには、短い時間で行うこ
とができ、コンパクトにまとめた内容の教育
資材のニーズがあると考えられ、今回は 10

分弱に短くまとめた動画コンテンツを開発し
た。 

献血を医学教育の中で取り上げる必要性に
関しては、医療従事者としての倫理観醸成や
血液製剤の適正使用への理解促進など、多様
な側面からも支持されるものと考えられ、同

動画コンテンツは、講義等でも活用いただけ
るよう、全国の医学部を有する 82 大学に紹
介する予定である。 

若年層はその献血行動において、他の年代
と比べ、家族・友人など周囲からの影響を受
けやすいことが本研究班のこれまでの意識調
査 5 からも示されており、同年代からの働き
かけは特に重要である。今回の動画コンテン
ツ制作には、広島大学において献血推進学生
サークルを立ち上げた現役の医学部 4 年生が
中心的に参画し、医学部学生に向けたメッセ
ージを発信していることから、医学部生の献
血への意識向上・知識の定着のみならず、学
生による献血推進団体の発足、活性化にも繋
がることが期待される。 
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